
【対策】2 防災重点農業用ため池の防災・減災対策

ため池の防災工事により、農地・住宅への洪水被害を回避する

対策概要：近年増加している自然災害に備え、防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合を
含む防災工事を推進する。

府省庁名：農林水産省

◼ 実施主体：愛媛県

◼ 実施場所：愛媛県松山市

◼ 事業概要：築造から130年以上経過し、老朽化が著
しい防災重点農業用ため池において、集中豪雨や
地震等自然災害に備え、堤体の改修、洪水吐きの
流下能力の向上、緊急放流ゲートの設置等の防災
工事を実施した。

◼ 事 業 費 ：2.6億円
（うち５か年加速化対策（加速化・深化分）1.0億円）

◼ 効 果：豪雨時等におけるため池の決壊を未然
に防止し、下流域の農地や住宅の安全を確保した。

【事例】半地池ため池整備
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